








研究目的 

1966年Tanakaらがイソ吉草酸血症を発見して以来,新しい有機酸代謝異常症が次々と見出

され,現在では 20 数種類が報告されている。本邦でも,ここ 10年来,診断技術の進歩にとも

なって疾患の種類に於いても症例数においても次第に増えつつあるとの印象をうける。し

かし,未だ実態は不明である。今回,本邦における本症の実態を把握する目的で全国調査を

行ったのでその結果を報告する。 


